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                      (Director  : Prof. S. Shigematsu, M. D.) 

   1. Taocin tablets were successfully administered on fifteen patients with urinary tract 
infection which had been resistant to any other antibiotics or chemotherapeutics. 

   2. Side effects were rarely seen except for three cases that showed slight gastrointes-
tinal trouble. 

   3. Sensitivity determination was carried out in all of above cases and demonstrated 
the zone of inhibition on the cultured plate regardless Gram positive or negative organism. 

   4. Taocin is a new antibiotich which is undoubtedly effective for urinary tract infection.

(本論文の要旨は昭和35年11月20日 日本化学療法学会西 日本支部第3回 総会に於て講演した.)

緒 言

尿路感染症に対 す る抗 生物質 の発達普及 は著

しいものが ある.反 面 これに伴 う耐性菌 の発現

は,そ れ ら使用時に おけ る大 きな問題 となつて

いる.し かるに1954年Sobinら に よつて放線

菌の1種Streptomycesantibioticusか ら分

離された01eandomycinが 広 範 な抗 菌力 を有

し,且 つ既存抗生物質に耐性 となつた菌に もよ

く奏効す ることより広 く臨床的 に使 用 され てい

るが,今 回Oleandomycin(以 下OMと 略

す)の トリアセチル誘導体で従来 のOMに 比

し,経 口投与後血 中濃度が著 し く高 く且 つ長時

間有効濃度 を持続 し又尿 中排泄量 も極 めて多い
セ

とされ てい るTriacetyloleandomycin(以 下

TAOと 略 す)の 出現を見,既 に多 くの感 染症

に使用 され臨床的効果 もほぼ確認 されつつ ある

が・吾々 も最近三共K.K.よ り本薬剤の提 供を

受け,主 として明 らかに細菌感染を認 めた尿路

疾 患に使用 し又 同時 に感受性 テス トを行 い,極

めて優秀 な成績 を得 たので ここに報 告す る.

組 成及 び性 状

TAOの 化学的組成については目下のところ部分的

にしか明らかにされておらず,表1に 示す如 く,OM

の化学構造のうち3ケ のOH基 が アセチール化された

分子量814,C41H67NOIsの 分子式を有す る物質であ

る.そ の性状については白色無味の針状結晶で弱酸性

液に対して易溶である.

抗菌作用

OMに 比べてそのSpectrumは 略 々同じであるが,

それ 自体アセチル化されてい るためinvitroに 於け

る抗菌作用はOMに 比し多少劣るがinvivoの 状態

では体内のエステラーゼの作用により3種 のジアセチ

ルオレアン ドマイシン,つ づいて3種 のモノアセチル

オレアン ドマイシン,そ してっいにはオレァン ドマィ

シン塩基にまで加水分解され強力な抗菌作用を発揮す

ると云われている.

血中濃度及び尿中排泄量
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表2川 上氏の処方
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に示す通 りである.

以上の成績からTAO錠 は血中濃度が高く而も持続

及び排泄の良好な点から臨床面への応用が十分に期待

出来るものと思われる.

感受性テス ト

尿路疾患々者10例 の起炎菌について24時 間分離培養

を行い,そ の1白 金耳を血液平板培地上に塗 沫 固 定

し,各 種ディスクを以て37℃18時 間培養を行い,生

じた阻上帯の巾を以つてその感受性をしらべた.各 菌

表4種 のディスクに対す る感受性テス トの結

果は表9に 示す通 りである.即 ち全例に

阻止帯の形成を認めたが,そ のうちブド

ウ球菌の2例 に対 しては特に強度の感受

性を示した.そ の他中等度のもの6例,

軽度のもの2例 とな り,グ ラム陰性或ほ

陽性の如何を問わず感受性の存在する事10

の が分かつた.

プ23456時123v56時

TAO500mg自 験 例1回 経 口投与 後 の平 均 血 中 濃度(3例 平 均)

対象として健康成人3例 を選びTAO500mgを 早

朝空腹時1回 経口投与 し,1,2,3・ ・-6時 間後の血

中濃度及び尿中排泄墨を鳥居,川 上氏の一次元拡散法

により測定した(表2)そ の成績については表4に

示す如 く2時 間にて最高20mcg/ml

のPeakを 示 し,3時 間或は4時 間

と時間を追うごとに漸次減少はして

いるが,比 較的高濃度を維持 してい

る.こ れをH.Shubinの 実験成績

と比較すれば表3に 示す通 りで あ

る.一 方尿中排泄量についても同様

に時間的経過を追うに従 つ て増 加

し,6時 間後のTAO排 泄総量は

50.3mgrと な り全量の6%に あた

る.こ れを他に比較すれば表5 ,6

肋騨

2,0

i5

1.0

05

臨 床 成 績

入院患者及び外来患者15に っいての臨

床成績は表7,8に 示す通 りである.即

ち此等は他の抗生物質に対 して期待すべき親和性を認

め得なかつた例であ り,淋 菌性尿道炎の4例 を除いて

は,い つれも亜急性ないし慢性の経過をとつたもので

ある.そ の投与方法にっいては他の抗生物質と同じく

表5昭 和医大

2.3

表6自 験例

2.o

/23456日 寺123456E時

TAO500mg1回 経 口投 与 後 の 尿 中 排泄 量(3例 平均)
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表7臨 床 成 績
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遜

・瞬 蕪 性
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♀

不
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〃
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4.8gm

〃
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「淋 菌(一)雑 菌(+)膿 球(一)雑 菌(一)

1膿 球(粁) 上 皮(一)

淋 菌(+)上 皮(+)膿 球(一)
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膿 球(+)雑 菌(+)膿 球(±)
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上 皮(一)

膿 球(冊)
トリコ モナ ス(十)

大腸菌(什)

膿 球(+)

上皮(什)
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48時

24時
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膿 球(+)

48時

〃
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膿 球㈲ 上皮(+)駿 球(±)上 皮(一)
雑i菌(十)雑 菌(一)
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効

果

著効

〃

効

副
作
用
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〃
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♂

♂
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〃

9.6gm

〃
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著効1〃

効 〃

野 〃

軽 〃

効 〃

淋 菌(+)膿
球(粁)

上皮(+) 淋 菌(一)上 皮(+)

膿 球(±)

〃 〃

・・時ト効

8・・9㎜嚢腸魏 上皮(+)繍 圭1上 皮(一)!8時
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表8臨 床 成 績

No.

!3

14

15

氏名

HI

年

令
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RuL1
】

SN 60

起炎菌
別

診 断 投与法 全 量

早

δ

捌 謙 性18T・1a套,1・・89

ブドウ

球菌
腎孟腎炎 〃 4。89

,1大麟 孟霞

尿 所 見

投 与 前 投 与 後

膿 球(升)
大腸菌(什)
上 皮(+)

膿 球(±)
大腸菌(±)

,と 皮(一)

主消

畷
麺

膿 球(骨)
ブ ドウ球菌(粁)

上 皮(+)

大腸菌(什)

膿 球(朴)
上 皮(粁)

膿 球(+)
ブ ドウ球菌(一)

上 皮(一)
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大腸菌(+)膿
球(+)

上 皮(+
1,,時

効

果

効

著効

中等
度

副
作
用

なし

悪心

"6・49腹 痛
～

1日4回1.6grを 単独経口分与した.各 症例に対す

る投与総量は最高35.2gr最 低4.8grで あ り種 々まち

まちであるが・1例 平均投与量は10.2grで あ る.そ

の臨床経過は殆んど全例に有効又は著効を示し,2例

に悪心を・1例 に腹痛を認めた以外になんら特記すべ

き副作用は見られなかつた・TAO各 症例に於ける錠

投与時の主要症状消退日時は平均24～48時 間で あつ

た.

総括並びに考按

適確な化学療法の効果を期待するためには高

度の病巣濃度を得る事が必要である.こ のため

には高い血中濃度が要求 されるのであるが一般

に抗生物質における投与量 と血中濃度とは比例

するものではな く.従 つて現在迄種 々の工夫が

なされてきた.Celmer等 がOMAcetyl化 合



816 古野 ・大川内一泌尿器科領域に於けるTriacetyloieanafomycin(Taocin)錠 の使用経験

表 § 感受牲チス 寿

阻止帯の直径ll議鑑1ヰ 溜 鯉ml辮1

No.

1

2

3

4

5

6

7

8

ヲ

10

疾 患 名

腎 孟 炎

腎霊腎炎

腎 孟 炎

膀 胱 炎

〃

〃

腎 孟 炎

腎孟腎霊

膀 胱 炎

起 炎 菌ITA・

ブドウ球菌

大 湯 麟

大 腸 菌

篶(届
〃

大 腸 菌

〃

〃

冊

十

ブ罫ウ球薄 欝

グラム(+)
双 環 劇

・叱 蜘 ト シ・・i-v-7v・・fi・IIIil・1サイ

十

十

十

十

十

÷

+}+

十

十

ユ リス ロマ

イ シ ソ

朴

物の作製途上発見 した結晶形のPohyester即

ちTAOは,そ の経揖投与により生体内で號ア

セチール化され強力な抗菌作用を発揮すると云

われている.実 際吾々の測定 したTAO投 与時

に於ける血中濃度もOMに 比べて著しく高 く,

2時 間で最高20mcg/m1を 示して居る。反面

尿中排潅も比較的速かに行われ6時 悶で投与総

量の6%近 くの排泄が認め られた.
一般に尿路感染症における起炎菌はグラム陰

性のものが多 く,TAOの 抗菌スペクトルか ら

みて,そ の応用範霞が鰯限 されるかの様に思わ

れるが,こ れ ら諸感染症に対する内外の報告は

何れもす ぐれた成績を報告 している。吾々の成

績については衷7,8に 示 した如 く.大 腸菌性

膀縫炎5例,溝 菌性尿道炎4例,ブF'ウ 球菌性

腎孟腎炎1例,大 腸菌性腎孟腎炎1例,ト リコ

モナス性尿道炎1例 撃その他不明のもの3例 で

ある.こ のうち著効と認めたもの6例 であり,

投与量は必ずしも一一twLて いない.そ の催9倒

のすべてに有効を認めた.主 要症状の消退 日時

は24時 悶～48時 闘のものが多 く.2倒 に悪心

を,1例 に腹痛を認めた.叉 感受性テス トから

も察知される如 く他の抗生物質に対 して強い耐

性を有する此等菌種に対 してそれ らの臨床成績

か らより満足すべき効果が期待出来 るものと思

われ る.

結 語

1、 尿路感染症15例 にTaoc短 錠を使用U全

例に治療効果を認あ得た.殊 に此等症例は他の

化学療法翔或は抗生物質紅薄 して治療効果を認

め得なかつたものである.

2・ 酬 糊 は極あて少 く王5例中僅か3Ptlge軽

度の胃腸障碍があつたのみである.

3.感 受性テス トを行い全例に阻 と帯の形成

を認め,且 つグラム陰陽性の如何を問わず感受

性の存在を認めた.

4.本 剤は尿路感染症に対 し,そ の治療効果

を充分期待 し得る新抗生物質であると考える.

(稿を終るに当り御指導御校閲を賜った恩師重松教授

に深甚の謝意を表する.尚 三共K .K.よ りTaocixx錠
の提供を受けた事を併せ詑して謝意を表する.)
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